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先日来、チラシ等でご案内しているとおり、年明けに銀
座街づくり会議の中間報告会を開催します。銀座街づく
り会議ではシンポジウムや勉強会を重ねる一方、4人の

専門家にお願いして「銀座にふさわしい空間とはどうい
うものか」を調査研究していただいてきました。その中
間報告をお聞きします。

※21日にご都合の悪い方のために、また銀座のさまざまな業種の方にご参加いただけるよう、もう一日用意しました。

幅広い時間帯で1時間ずつ行います。ご都合のよい時間におこしください。内容は21日と同じです。

　　　　 　銀座にはすでに地区計画「銀座ルール」が存在し、各通りごとの容積率や高さ制限等が決められて

います。しかしその後できた「都市再生法」を使えば、銀座ルールを越えた大規模開発をすることが可能です

それに対して、地元と中央区が９８年に粘り強く話しあった成果である「銀座ルール」をあくまで守ろう、と

皆で表明するのか。それとも、合法的であるのならスーパーブロックに超高層ビルの建つ銀座も良しとして容

認するのか。近い将来その選択が迫られることになります。今ぜひ皆さんに真剣にお考え頂きたいのです。

　銀座は歴史のなかで常に変化し続け、変化することによってよりいっそう魅力的になってきた街です。これ

からも開発は必要です。経済的効率性だけから考えれば、超高層の大規模開発が一般的です。しかし銀座の変

化は歴史的につくりあげられてきた街並みや街区の構造を背景とし、それを歴史的財産として継承しながら発

展してきたものです。超高層大規模開発は、その歴史を途切れさせてしまいます。では銀座にとっては、どん

な開発が「銀座らしい」開発なのでしょうか？　

　専門家の先生方には、銀座の街を歩き回ったり、また町会をはじめ地元の皆さんと話しあったりしながら、

銀座が独特のにぎわいと繁栄の歴史をつくりあげてきたのはどういう理由からか、銀座にとってふさわしい空

間とはどういうものか、ということを調査研究していただいています。そして将来の方向性を出そうとしてい

ます。しかし、これから銀座をどういう街にしたいか、ということを決断するのは銀座の人々です。

　どんな街並みの景観を銀座らしさとして生かしてゆくか。どんな都市デザインをしてゆくか。色や看板、フ

ァサードも関係してきます。交通や駐車・駐輪等も大きな課題です。また銀座内の地域や通りごとの特徴もあ

ります。そういった様々なことを考慮しながら、銀座全体をもっともっと魅力的にしてゆくために、街のルー

ルを作ってゆくとすれば、その手法として地区計画や景観法

など、どれがふさわしいのかも勉強しなくてはなりません。

それらを話し合い、合意してゆくコミュニティづくりも重要

です。中間報告会は、銀座の将来を皆さん自身が考え、議論

できる場にしたいと思っています。そして、銀座の意志を作

り上げてゆくステップとしたいと思っています。
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銀座模型の公開
森ビル模型工房が作成した銀座

の現状模型(500分の1)が、一般公開

　されます。
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期間：2005年1月5日～11日

場所：松坂屋

(各１時間)
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